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会社概要

3

商 号 株式会社ダイセル

設 立 大正８（１９１９）年９月８日

資 本 金 ３６２億７,５４４万８９円（令和４年３月３１日現在）

売 上 高 連結 ４６７,９３７百万円（令和４年３月期）

経常利益 連結 ５７,２９１百万円（令和４年３月期）

主要事業 セルロース誘導体製品、有機合成化学製品、合成樹脂製品、

防衛関連特機事業製品、自動車エアバッグ用インフレータ

などの製造及び販売事業

事 業 所 大阪本社､東京本社､名古屋支社

イノベーション・パーク、西播磨研修センター

神崎工場､網干工場､広畑工場､播磨工場､新井工場､大竹工場

グループ ７５社（ 国内２８社、海外４７社）
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ダイセル式生産革新

無煙火薬
セルロイドの不燃化

セルロイド 硝酸セルロース

キラル

ファインケミカル

Ｃ１化学

過酢酸化学

石油化学

水溶性高分子

紡糸
アセテート・トウ

ＴＡＣ
写真フィルムベース

酢酸セルロース

セルロース

有機合成化学

高分子化学

火薬工学

発射薬
推進薬

火工品システム
アセテート
プラスチック

パイロット
緊急脱出装置

プラスチック加工

組立加工
エンジニアリング
プラスチック

ポリマーアロイ インフレータ

ＴＡＣ
液晶表示向フイルム用

新規事業（ナノ無機材料）新規事業（メディカルヘルスケア）

4

事業発展のプロセス
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未来社会課題からの要求の実用化
お客様とニーズ具現、

必要な技術獲得、開発の加速

5

ユーザー目線で
シーズを掘り起こす

Research

技術・知的財産
Proactive IPで事業を強く

事業を創出するキープロセスのアンテナ
市場から技術・事業の方向性を解析

事業化力を磨く

Development

有機と無機の融合
バイオマスプロダクトツリー

みんなが営業！ダ！
新たな評価解析技術、バーチャルラボ

他社との協業・M&A

IPランドスケープ

中期戦略(Accelerate2025)抜粋
～事業創出力～

⇒機能の意訳
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1908年 岩崎家・岩井商店・鈴木商店が出資者となり
日本セルロイド人造絹糸株式会社（現網干工場）設立
人類初の熱可塑性樹脂の国産化
べっ甲、石垣の代替材料

1919年 農商務省主導でセルロイド8社の水平統合により
大日本セルロイド株式会社設立
第1次世界大戦収束による大幅な供給過剰
乱立していた国内セルロイド会社の生存危機
くすのきから採れる樟脳（原料）の乱獲

1923年 関東大震災をきっかけに川下加工業者の支援

1951年 網干工場にて酢酸セルロースの製造開始

1990年～ 熟練技能者の大量退職による世代交代

弊社が抱えていた問題点

◇合併企業の系譜⇒企業の壁

◇自前主義の開発(セルロイドの国産化)⇒技術の壁

◇現場熟練者の技能伝承⇒人財の壁

100年以上の歴史
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『弊社グループ・工場の壁を取り払う』
『BtoB・・・はC、会社を超えて工程を直結させる』

⇒工場の製品別・プラント別管理から、
工程・サプライチェーンで管理
⇒お客様の工程～仕入れ先様の工程と連動しているとしたら・・・

⇒会社を生体に例え、システムを神経としたら
シンプルな構造(言語の統一、ノウハウの標準化)
迅速な意思決定(必要とする人が必要とする情報を得る)

⇒革新が連鎖する仕組み
単なる情報の共有から知恵の結集にする

⇒お客様との共同開発において、特許を共有しない
⇒自社のノウハウをパッケージ化して商標登録
お客様はパッケージを活用して開発したものを特許化

全体最適の試み
～プロセス型生産形態から～
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プロセス型生産形態

難易度 プロセス型生産形態 組立加工型生産形態

データの標準化

データの構造化 （難）
データの同期化 （難）

原料から最終製品までプロセス（配管、
塔槽類）の中で形状が変化するため、
視認性が低い⇒監視型オペレーション

各産業の位置付け
石油化学

医薬品

化粧品・歯磨きなど

写真感光材料

石鹸・合成洗剤・界面活性剤

塗料

化学肥料・農薬

無機顔料

接着剤

圧縮ガス・液化ガス

印刷インキ

ソーダ工業

香料

バイオケミカル

食品・飲料
鉄鋼

シリコン

家電

自動車

組立加工型生産形態

電子機器タイヤ

半導体・電子部品

電機
非鉄

パルプ・紙

ゴム

窯業

精密機器

繊維
洗浄剤・磨用剤

機械

製品が組立加工される
過程の視認性が高い
⇒現場型オペレーション

長 商品ライフサイクル 短
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9業務標準化 (～システム化 )   

生産革新・業務革新の取り組み

調達

生産
計画

受注

生産

出荷

業
務
革
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

業
務
フ
ロ
ー
解
析
手
法

業
務
総
点
検
手
法

システム化
領域

非システム
化領域

作業負荷
解析

標準化
安定化

情報伝達
フロー

安定化

標準化

業
務
標
準
化

運
転
標
準
化

日本版標準
機能開発

共通アドオン
機能開発

標準機能活用

ＥＲＰ
領域

ＭＥＳ
領域

プラント
運転
制御
領域

非定常
運転
標準化

定常運転
標準化

（総合OBS）

緊急時
標準化

シ
ス
テ
ム
化
手
法

シ
ス
テ
ム
化
手
法

フィット&   
ギャップ
分析

・業務フロー

・データ構造

生
産
革
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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モデル工場の生産革新

全生産拠点の生産革新

製－販－物流の業務革新

経

営

範

囲

業 務 範 囲

自社グループの範囲を越えた業務革新

網干工場における

次世代型化学工場構築

全社統一基盤整備、生産情報の一元化、

事業形態・生産形態別生産統合の展開

生産革新、業務革新の展開

標準業務フローの構築、事業活動情報の一元化、

ＥＲＰ、ＭＥＳの再構築、カンパニー制、グループ経営強化
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生産形態によるノウハウの分類
◇プロセス型においては、比較的重厚長大な設備を有するがその設備能力許容値の
大きさから、運転管理的なノウハウの余地が大きく、人の意思決定側面の依存度が高い

◇網干工場の840万の意思決定フローを普遍化⇒8種41動作（他社へ展開しても普遍）
◇組立型産業は、運転管理的なノウハウもあるが、設備設計的なノウハウ(設計要因、
生産技術要因)の因子が大きい

◇ノウハウの裏返しは、設計・メンテ・原料などの負の材料

多

少

予
防
処
置
の
度
合
い

プロセス型 加工型 組立型

運転管理的なノウハウ

大

小

ノ
ウ
ハ
ウ
数

設備設計的なノウハウ
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問題点＝f(m)×f(p)×f(O) 

ｐ1 ｐ2 ｐn 

ｍ1 ｍ2 ｍn 

プロセス革新

Ｐ
× ×

１．プロダクトを変えないとダメ

２．生産技術のブレークスルー

固有技術のブレークスルー

３．現 プロセス、設備を一旦肯定

し、生産の仕組みや運転方法

という観点で課題発掘を行う

→プロセス、設備の不具合を

人がリカバーしている? 

→人の作業のバラツキが設備、

プロセスの不具合を生む

オペレーション(人、方法)    

}

予備調査の切り口～なぜ人が介在しているか～

プロダクトイノベーション

プロセスイノベーション（プロセス革新）

プロダクションイノベーション（生産革新）

Ｏ(ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝ技術)： 運転技術

Ｐ(ﾌﾟﾛｾｽ技術)   ： 生産技術

ｐ(ﾌﾟﾛｾｽ)      ： 単位操作、固有技術

ｍ(ﾏﾃﾘｱﾙ)       ： 原料、触媒、中間物質

生産革新
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IPランドスケープの活用

出典： 積層体技術 特許分析レポート(日本特許) (patent-i.com)

2009年-2012年 2013年-2016年 2017年-2020年

樹脂・積層 屈折材料
シート組成・成分

光学・硬化

反射・表面

分子延伸

特許解析から、技術動向・開発ステージ・プロダクトライフサイクルなど様々な情
報が得られる。出願人・技術カテゴリ・技術分布・発明者の相関・変化など種々の
分析・解析結果が、事業のブラッシュアップ（市場成長性、競争優位性の確認）
及び知財Exit(ライセンス・特許売却)候補選定に利用できる。

材料 組成物 用途・加工品

特許出願から見た積層体技術の技術変遷(2009年～2020年)

プロセス型 加工型 組立型

Tier2 （Tier1） OEM

https://patent-i.com/report/jp/theme/5F136/
https://patent-i.com/report/jp/theme/4F100/
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マーケットイン(カスタマーイン)の試行

従来の取り組み 新しい取り組み

素材

当社

セルロース
有機機能材料
フイルム
評価解析

空調事業
TIC

窓口
ダイキン工業様当社

セルロース
カンパニー 研究本部

加工

ダイキン工業様

過剰アクション

工程工程 工程工程 工程

必要最小限度のアクションで最大の効果

工程工程 工程 工程

ノウハウが限定 複数のノウハウによるシナジー効果

全熱交換器ユニット向け
「透湿膜全熱交換エレメント」

オンライン会見の様子

ダイキン工業様との
共同プレスリリースより



Copyright©2022 DAICEL CORPORATION All rights reserved
15

アクトランザ電流遮断装置

2025年度売上
50億円規模

ガス発生剤 エンハンサ

イニシエータ

ワンタイム
エナジー
「ダイシ」

クッション

タフ デリバリー

アクセルアクティ
ベート

＋

＋

＋

＋

＋

・・・

技術をベースに
｢機能｣を
社会のニーズで意訳し、
｢製品｣に展開
⇒ダイシを商標登録

機能緊急脱出装置

（※）DDS：ドラッグデリバリーシステム

ロボット

・・・

・・・

モビリティ

DDS（※）

エアバッグ

火工品からワンタイムエナジーへの転換

新型コロナ
ウイルス治験に
投与デバイス
として提供

対象製品について、機能を分解して特許調査を行い、その機能ごとに将来構想を創る
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必要性の確認

（問題点の発掘 ）

◇ 業 務 総 点 検 手 法 ◇ オペレータ負荷解析手法

◇ ピーク作業負荷解析手法 ◇ コ ス ト 解 析 手 法

◇ マ ス タ ー プ ラ ン 立 案

標 準 化

◇ 定常運転標準化手法 ◇ 非定常運転標準化手法

◇ エネルギー全体最適化手法（ロードマップ）

◇ 設備保全管理システムによるメンテナンス方法の見直し

シ ス テ ム 化

＜知的生産システム＞

◇ 全体監視機能 ◇ 意思決定支援機能

◇ 操作支援機能 ◇ 異常時支援機能

◇ 工場全体最適

・ システムマッピング手法

・ システム設計手法／システムデバッグ手法

・ リスクアセスメント ／教育カリキュラム

基 盤 整 備

安 定 化

◇ 全社統一基準の基盤整備（３Ｓ、Ｐ＆ＩＤ、表示・標識類 など）

◇ 改 善 Ｃ Ａ Ｐ Ｄ 手 法（オペレータ負荷低減、継続的改善）

◇ INPUT/OUTPUT情報加工解析

ノ
ウ

ハ
ウ

特

許

化

「ダイセル式生産革新」手法
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統合化
機能別

最適化
標準化

安定化

1997  2001  2000 1999 

□ マイツールマイプラント活動 □ 原理原則に強いオペレータ

□ トラブル低減 □ フィールド作業の低減
□ 業務総点検によるムダ・ロスの追放

□ 運転標準化 □ 基盤整備
□ 専門保全と自主保全見直し、
交替班業務と保全業務の見直し

□ 知的統合生産システムの開発
□ 技術技能ノウハウの知的財産化
□ 統合ＬＡＮの構築

□ 工場全体最適化 □ 機能別組織化
・監視支援機能 ・生産ｾﾝﾀｰ
・判断支援機能 ・製造技術ｾﾝﾀｰ
・操作支援機能 ・機能保証ｾﾝﾀｰ

・環境安全ｾﾝﾀｰ
□ 統合生産センターの完成
セルロースエリア統合 有機エリア統合

□サプライチェーン
□製-販-物流の改革

1998  

カ ワ ルミ エ ル ヤ メ ル

ダイセル式生産革新
～カーボンニュートラルの実行コンテンツ～

17
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バーチャルカンパニー実現に向けた課題

・ガバナンス機能（ファンド機能、有形無形固定資産管理）
・バーチャルカンパニー毎の経営指標（PL、BS）
・バーチャルカンパニー内の有形無形固定資産の貢献度算出
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カーボンニュートラル
/バイオマスバリューチェーンの道筋

GHG削減 ＜37% ＜100%
現在 25年 30年 50年

安定化、標準化、統合化 AI、自律型生産システム

カーボンニュートラル高品位の
熱の回収

反応精密制御
マイクロ流路
木材可溶化、加工評価技術 常温溶解技術確立

など循環プロセス

究極の生産効率

バイオマス
バリューチェーン

マイクロリアクター
ガス化
二段解砕
VRC
ペトリューク蒸留

革新的省エネ

エ
ネ
ル
ギ
ー

革
新

プ
ロ
セ
ス

革
新

生
産
革
新+

D
X

新たな
バリューチェーン

新たな
バリューチェーン

反応選択率向上
回収系レスへ

フィードバック制御 バーチャルファクトリー 組合せﾌﾞﾛｯｸ型ﾓｼﾞｭｰﾙﾌﾟﾗﾝﾄ 個別オーダー生産

消費者＝生産者バラツキへの迅速な対応 予兆の制御

低品位の
一部回収

低品位の
熱の回収クリーンエネルギー

への転換
カーボンプライシン

グ
の見直し

不溶解を
なくす

共有価値の創造 産業と生態系の連関

バイオマス
バリューチェーン

地方の創生へ

カーボンネガティブへ

大量生産からの脱却
マイクロ流路デバイス

CO2逆反応MI/PI
DI

工場単位 会社単位 ｻﾌﾟﾗｲﾁｪｰﾝ単位 ＜50%
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バイオマスバリューチェーンの提唱
一次産業と二次産業の共創循環を通じて、永続的な産業生態系を提唱

農 業 水産業

林 業

一次産業

活性化

水産業廃棄物
（カニ・エビの甲殻）

農業廃棄物・
食用以外

（綿花・大豆・蒟蒻・
みかん・トウゴマ）

活性化

活性化 木材・
セルロース

いのちの
森づくり

バイオマスプロダクトツリー

二次産業

カーボン
オフセット

エネルギー
オフセット

森林を復活させ、山の保水力を高め、土砂崩れを抑制

栄養豊富な水で育つ水産品水害被害が減少し、農地が肥沃化

里山再生 河川再生

地域経済再生

常温溶解
ダメージレス粉砕

20
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